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1 2 3
〒650-0038
神戸市中央区西町35三井神戸ビル3Ｆ
Tel : 078-321-5005
Fax : 078-321-5019

私たちはお客様と心の
お付き合いをし、こだ
わりに応えるサービスと
商品を提供します。

私たちは地域の一員とし
て、内外で人々の交流
の場を創出し、地域社会
の発展に寄与します。

私たちは一人一人が資
質の向上に努め、お互
いが信頼できる風通しの
良い会社を築きます。

私たちは「人と人との出会い」と
そこから生まれる「コミュニケーション」を大切にし、
心豊かな社会の発展に貢献します。

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

12月

11月

域コミュニティ形成に向けた新たな仕組み
づくりや関係づくりなどの活動も歓迎します。

対象　近畿2府4県に拠点があり、募集開始
時点において1年以上の継続活動実績が
ある団体（上記の条件を実質的に満たすも
のとして本財団が認める団体）

助成額　1件70万円以下（総額5,000万円程度）
締切　平成25年11月18日（月）
●申●問公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
　TEL 06-6375-3202
URL　http://www.jrw-relief-f.or.jp/aid/
katsudo.html

JT　NPO助成事業
日本国内において、地域社会の核となって実
施する、地域コミュニティの再生と活性化につ
ながる事業に対し助成します。
対象　①～③のすべてを満たす法人①非営
利法人②平成25年9月30日時点で法人
格を有して1年以上の活動実績を有する法
人③設立目的や活動内容が、政治、宗教、
思想などに偏っていない法人

助成額　1件上限150万円（40件程度）
締切り　平成25年11月20日（水）
●問●申日本たばこ産業株式会社　CSR推進部社
会貢献室　TEL03-5572-4290

URL　http://www.jti.co.jp/csr/contribution/
social/npo/entry/index.html

日本社会福祉弘済会
平成26年度 社会福祉助成事業
社会福祉関係者の専門性向上などを目指した
「研修事業」や「研究事業」に対し助成します。
対象　社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉
活動などを目的とする社会福祉法人、福祉
施設、福祉団体、グループ

助成分野　研修事業（①集合研修②派遣研
修）、研究事業（③実践研究④調査研究）

助成額　助成対象経費合計の80%以内かつ
50万円以内

締切り　平成25年12月13日（金）
●問●申公益財団法人 日本社会福祉弘済会 助成
事業申請係　TEL 03-3846-2172

URL　http://www.nisshasai.jp/

公益財団法人みらいのつばさ財団
自立・奨学支援制度
困難を抱えた子ども達の自立のための一助と
して支援します。
対象　①児童養護施設②母子生活支援施設
③里親委託児童④ファミリーホーム⑤その
他の児童福祉施設のいずれかに入所してお
り、原則18歳を迎え進学・就職する予定の
児童

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細は、
それぞれの問い合わせ先にご確認ください。
田辺三菱製薬
手のひらパートナープログラム
患者の療養・就労生活の改善等、QOL向上実
現のために取り組んでいる難病患者団体およ
びその支援団体へ助成します。
対象　厚生労働省が定める「難治性疾患克服
研究事業対象疾患130疾患」として定める
難病の患者とその家族等が所属する、国内
に主たる活動拠点を有する団体

助成額　1件上限100万円（総額1,000万円）
締切り　平成25年11月15日（金）
●問●申公益社団法人 日本フィランソロビー協会
TEL 03-5205-7580

URL　http://philanthropy.or.jp/
tenohira/02palm/

公益財団法人損保ジャパン記念財団
NPO基盤強化資金助成
障害児・者、高齢者などを対象として活動する
NPOの支援、社会福祉の学術文献表彰、学術
研究・文化活動などに助成します。
対象　中部・近畿地区に所在し、社会福祉に
関する活動を行う特定非営利活動法人・社
会福祉法人

助成額　1団体上限50万円（総額900万円予定）
締切り　平成25年11月15日（金）
●問●申公益財団法人損保ジャパン記念財団
TEL03-3349-9570

URL　http://www.sj-foundation.org/jyosei
/kibankyouka.html

公益財団法人損保ジャパン記念財団
認定NPO法人取得資金
地域の中核となり、持続的に活動する質の高
いNPO法人づくりを支援します。
対象　社会福祉分野で活動し、認定NPO法
人の取得を計画している特定非営利活動
法人

助成額　1団体30万円（総額600万円予定）
締切り　平成25年11月15日（金）
●問●申公益財団法人損保ジャパン記念財団
TEL03-3349-9570

URL　http://www.sj-foundation.org/
jyosei/nintei-npo.html

公益財団法人
JR西日本あんしん社会財団
平成26年度活動助成
事故、災害に対する備えに関する活動や、災害
後の心身のケアに関する活動に助成します。地

1日

2・3日

6日

8日

15日～

3日

4日
5日
6日

10日～

26日

行事予定

●
ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
 第
753号

　
●
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
 兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
651-0062　

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
2丁
目
1番
1号
　
TEL078（

242）4633　
FAX078（

242）4153
平
成
25年

11月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
定
価
150円

　
昭
和
27年

4月
7日
第
３
種
郵
便
物
承
認
　
●
発
行
人
　
武
田
 政
義
　
●
編
集
人
　
搆
 忠
宏
　
●
U
RL　

w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/

助成額　進学・就職の支度金として1人15万円
締切り　平成25年12月25日（水）
●問●申公益財団法人みらいのつばさ財団
TEL03-5642-7890

URL　http://mirainotsubasa.or.jp/

高次脳機能障害リハビリテーション講習会
事故や病気の後遺症で、記憶力や注意力など
が衰えたり、感情のコントロールができなくな
ったりする「高次脳機能障害」について、理解を
深めるための講演と、個別相談会を行います。
日時　平成25年12月21日（土）13:00～16:30
会場　木口記念会館（芦屋市呉川町14-10）
入場費　無料
●問●申ひょうごリハビリテーション講習会実行
委員会　TEL078-452-3082

URL　http://hyogo-self-help.main.jp/

福祉サービス利用援助事業 生活支
援員（現任）研修◆県福祉センター
ふれあいの祭典阪神南ふれあいフェ
スティバル◆尼崎の森中央緑地
福祉の就職説明会 ＡＵＴＵＭＮｉｎ
ＨＹＯＧＯ（尼崎会場）◆あましんア
ルカイックホールオクト
若年性認知症生活支援基礎セミナー
（全５回）◆明石商工会議所７階大ホール
障害福祉施設系事業所リーダーゼミ
ナール（全４回）◆県社会福祉研修所
第２回地域福祉推進部会◆県福祉
センター
第２回市町社協活動推進協議会幹
事会◆県福祉センター
経営協 法人経営トップセミナー
◆ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
民生委員・児童委員 辞令交付式◆県公館
第２回権利擁護部会◆県福祉センター
第２回福祉事業推進部会◆県福祉
センター
看護職員研修◆県社会福祉研修所
介護支援専門員　実務従事者基
礎研修◆県社会福祉研修所ほか
県社協 第２３２回理事会・第１７８回
評議員会◆神戸芸術センター
児童福祉施設・保育所中堅職員研
修◆県社会福祉研修所

研修・イベント認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成25年11月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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特集
「ストップ・ザ・無縁社会」絆つなげる 明日へつながる⑮

小規模集落からみえる地域づくりのヒント
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

すべての子どもたちに機会と夢を
～チャンス・フォー・チルドレンの取り組み～
兵庫県からつなぐ被災地支援

地域を駆ける！ ワーカー物語

社会福祉法人 福竹会
ホームヘルプサービスセンター鹿児の郷
赤池 和子さん
ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション
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この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。篠山市

11月は
「児童虐待防止
推進月間」だよ！

①あなたの街へ出張取付けいたします
②3～4時間で装着いたします
③車の改造をしません
④定員乗車ができます
⑤元の車に戻せます
⑥税金・補助金の助成が有ります

日本初！！ミニバン用
後付け式 車いす昇降リフト

あなたの車が福祉車に変身！

小売価格 ￥675,000
取付費用 ￥　38,000

いずれも
非課税

有限会社 ラックス
http://www.lilac-ml.jp または 「ムービングリフター」で検索
〒435-0052　静岡県浜松市東区天王町103　TEL 053-421-6409　FAX 053-422-5025

ライラックライラック
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集
落
に
お
け
る
課
題
は
こ
の
ほ
か
に
も

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、そ
の
内
容
は
働

き
口
や
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、暮
ら
し

の
基
盤
に
関
わ
る
も
の
が
多
い（
図
表
2
）。

　
こ
う
し
た
中
、暮
ら
し
の
課
題
に
向

き
合
っ
た
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
が

県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。過

疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の
集
落
で
の

取
り
組
み
は
、都
市
部
の「
オ
ー
ル
ド
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
」の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て

も
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。い
く
つ
か

の
集
落
で
の
取
り
組
み
か
ら
、誰
も
が

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を

探
っ
て
み
た
い
。

　
「
敬
老
の
日
」の
9
月
16
日
を
前
に
、総

務
省
は
全
国
の
高
齢
化
率
が
25
．0
％
に

の
ぼ
り
、初
め
て
4
人
に
1
人
が
高
齢
者

と
な
っ
た
こ
と
を
公
表
し
た
。兵
庫
県
は

全
国
平
均
に
比
べ
て
低
い
が
、30
％
を
超

え
て
い
る
市
町
も
増
え
て
い
る（
図
表
1
）。

　
特
に
、中
山
間
地
域
な
ど
の「
集
落
」に

お
け
る
高
齢
化
率
の
上
昇
は
、単
身
高
齢

世
帯
の
増
加
や
少
子
化
と
相
ま
っ
て
、お

祭
り
や
老
人
会
、自
治
会
の
行
事
が
縮

小・廃
止
に
な
る
な
ど
与
え
る
影
響
も
大

き
い
。同
じ
地
域
の
人
と
顔
を
合
わ
せ
、

一
緒
に
何
か
を
す
る
機
会
の
減
少
は
、地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
を
助
長
す
る
こ

と
に
な
る
。
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暮
ら
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続
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た
め
に

■図表１ 兵庫県内の市町別高齢化率
　　　　（３０％以上のみを抜粋）

市町名順位 高齢化率
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

香美町
養父市
佐用町
新温泉町
淡路市
神河町
朝来市
相生市
上郡町
洲本市
市川町
多可町
南あわじ市
県合計

35.3%
34.4%
34.3%
34.1%
34.0%
31.6%
31.0%
31.0%
30.9%
30.7%
30.5%
30.5%
30.3%
24.3%

　現在、高齢化や人口減少、単身世帯の増加などを背景に
地域社会の状況が急速に変化している。特に、中山間地域に
おける小規模な「集落」の変化は著しく、地域を支える人が
減少して共同体としての自治や行事が困難になるなど、住民
同士の「つながり」が希薄になってきている現状がある。
　今回の特集では、地縁が根付いた「集落」だからこそでき
る、支え合いの知恵や工夫と、そこから見える地域づくりの
ヒントを紹介する。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑮
小規模集落からみえる
地域づくりのヒント

地
域
に
根
付
い
た

「
集
落
」な
ら
で
は
の
工
夫

事
例
か
ら
見
え
る
ヒ
ン
ト
③

地
域
な
ら
で
は
の「
生
活
課
題
」に

向
け
た
取
り
組
み

　
海
沿
い
の
集
落
で
あ
る
下
田
町
内
会
で

は
、「
災
害
」を
地
域
の
生
活
課
題
と
し
て
取

り
組
み
を
続
け
て
き
た
。取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
は
、気
軽
に
住
民
が
参
加
で
き
る
活
動

を
重
層
的
に
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
だ
。自
分

た
ち
の
地
域
の
生
活
課
題
に
対
し
て
、地
域

全
体
で
主
体
的
に
立
ち
向
か
う
動
き
を
つ

く
っ
て
き
た
点
に
注
目
し
た
い
。

　
地
域
の
課
題
は
、福
祉
だ
け
で
な
く
、災

害
や
防
犯
、農
地
保
全
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。地
域
課
題
に
丸
ご
と
対
応
し
て
い
く

視
点
に
加
え
、住
民
が
取
り
組
み
や
す
い

活
動
か
ら
始
め
て
継
続
す
る
こ
と
も
、こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
ヒ
ン
ト

と
な
る
。

　
「
限
界
集
落
」と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ

る
集
落
の
状
況
か
ら
は
、活
気
の
失
わ
れ

た
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
あ
る
。し

か
し
、実
際
に
集
落
を
訪
れ
て
み
る
と
、

農
作
業
を
続
け
る
高
齢
者
を
は
じ
め
住

民
の〝
元
気
さ
〞と
地
域
の
活
気
が
感
じ

ら
れ
る
。こ
の〝
元
気
さ
〞や
活
気
の
源
の

一
つ
は
、「
愛
着
あ
る
集
落
を
、私
た
ち
で

よ
り
良
く
し
た
い
」と
い
う
住
民
た
ち
の

思
い
で
あ
る
。も
う
一
つ
は
、高
齢
者
を
含

め
て
み
ん
な
が
地
域
の
一
員
と
し
て
役
割

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
一
人
一
人
が
役
割
を
発
揮
し
、支
え
合

い
の
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
何
か
。紹
介
し
た
集
落
に
共
通
す
る

こ
と
は
、住
民
同
士
の
交
流
と
話
し
合
い

の
場
を
丁
寧
に
つ
く
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

自
治
会
役
員
な
ど
一
部
の
住
民
だ
け
で

な
く
、幅
広
い
住
民
が
出
入
り
し
て
、交

流
の
中
か
ら
会
話
と
話
し
合
い
が
進
む

仕
掛
け
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に

は
、空
き
家
や
集
会
所
な
ど
の
拠
点
を
生

か
し
、食
堂
や
喫
茶
、各
種
教
室
活
動
な

ど
住
民
が
楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
交
流

で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。こ
こ
で
は
、

支
え
る
人・支
え
ら
れ
る
人
の
区
別
は
な

く
、あ
く
ま
で
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
交
流

か
ら「
お
互
い
さ
ま
」の
関
係
を
築
く
の

は
、集
落
に
限
ら
な
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
だ
。

　
ま
た
、地
域
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
大
き

い
。住
民
の
声・思
い
を
引
き
出
す
働
き

か
け
や
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
、地
域
の

資
源
を
生
か
す
視
野
の
広
さ
、行
政
や
関

係
機
関
を
巻
き
込
む
力
な
ど
、す
ぐ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
は
、住
民
の
思
い
と
資
源
を
つ

な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　
な
お
、今
回
紹
介
し
た
活
動
は
自
治
会

エ
リ
ア
で
あ
っ
た
が
、単
一
集
落
で
は
で

き
な
い
活
動
を
補
完
す
る
組
織
と
し
て
、

小
学
校
区
エ
リ
ア
で「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」「
地
域
自
治
協
議
会
」な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
を
再
編
す
る
自
治
体
が
多

い
。住
民
同
士
の
日
常
的
な
見
守
り・支

え
合
い
は
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
エ
リ

ア
で
取
り
組
ま
れ
る
が
、移
送
や
買
い
物

支
援
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、集

落
を
越
え
て
広
域
で
展
開
す
る
こ
と
も

重
要
に
な
る
。

　

最
後
に
、住
民
の
地
域
に
お
け
る
継

「第2回 町内・集落福祉全国サミット
ＩＮ淡路」が開催されます！

SPECIAL EDITION  特集

「うみがみ元気村食堂」の様子から（3ページ）

温
も
り
の
あ
る
雰
囲
気
で
、24
時
間

3
6
5
日
開
放
さ
れ
て
お
り
、い
つ
で
も

誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
。困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
が
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
地
域
の
居
場
所
と

し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、こ
の
う
み
が
み
の
財

産
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
だ
。「
今
を

よ
り
楽
し
く
、そ
し
て
、村
の
衰
退
を
少

し
で
も
食
い
止
め
た
い
。そ
れ
に
向
け
、な

だ
ら
か
に
焦
ら
ず
、で
き
る
だ
け
村
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」と
区
長
の
尾
崎
さ
ん
は

話
す
。

事
例
か
ら
見
え
る
ヒ
ン
ト
①
　

話
し
合
い
か
ら
生
ま
れ
た

地
域
住
民
の「
居
場
所
づ
く
り
」

　
食
堂
や「
い
こ
い
の
部
屋
」が
地
域
住
民

の
居
場
所
に
な
っ
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

住
民
自
ら
が
拠
点
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

何
度
も
話
し
合
っ
て
つ
く
り
上
げ
て
き
た

こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、高
齢
に
よ
り
足
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
住
民
に
対
す
る
配

達
の
心
配
り
も
、拠
点
を
地
域
全
体
の
居

場
所
に
す
る
工
夫
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、資

源
の
生
か
し
方
に
あ
る
。空
き
家
を
改
修

し
た
り
、地
元
食
材
を
使
う
な
ど
、地
域
の

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、足
り
な
い
も

の
は
行
政
施
策
な
ど
の
外
部
支
援
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
い
う
資
源
調
達
も
大
い

に
参
考
に
な
る
。

　
海
上
地
区
は
、鳥
取
県
境
に
あ
る
人
口

約
1
3
0
人
、高
齢
化
率
47
％
の
小
さ
な

集
落
で「
う
み
が
み
元
気
村
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。こ
の
名
称
は「
み
ん
な
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、気
軽
に
集
え

る
場
に
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら
住
民
で

話
し
合
っ
て
決
め
た
も
の
だ
。

　

同
地
区
は
平
成
21
年
度
か
ら
の
3
年

間
、県
の「
小
規
模
集
落
元
気
作
戦
」※
の

モ
デ
ル
集
落
に
選
定
さ
れ
た
。モ
デ
ル
期

間
終
了
後
も「
な
ん
と
か
元
気
な
地
区
に

し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
話
し
合
い
を

継
続
し
、二
つ
の
活
動
に
力
を
入
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
一
つ
目
は
、山
菜
や
牛
肉
な
ど
の
地
元

の
食
材
を
生
か
し
、作
る
楽
し
み
に
加

え
、「
売
る
」楽
し
み
も
備
え
た「
う
み
が

み
元
気
村
食
堂
」の
運
営
で
あ
る
。食
堂

に
来
ら
れ
な
い
人
に
気
付
い
た
女
性
陣

か
ら
の
提
案
で
、自
宅
へ
の
配
達
も
行
っ

て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、空
き
家
を
改
修
し
て
元
気

村
食
堂
の
隣
に
作
っ
た「
い
こ
い
の
部
屋
」

の
運
営
だ
。部
屋
の
壁
は
住
民
手
作
り
の

集
落
み
ん
な
が
元
気
に
、

そ
し
て
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に

「
う
み
が
み
元
気
村
」（
新
温
泉
町・海
上
地
区
）

事 

例

語
り
合
い
が
孤
立
の
防
止
に

ふ
れ
あ
い
喫
茶「
和
」（
朝
来
市・南
真
弓
区
）

事 
例

女性陣による共同作業

但馬牛を使った
肉うどん定食

みんな元気！「いきいき100歳体操」

災害に備えた訓練の様子

住民同士の交流から
「お互いさま」の関係が生まれる

リーダーのひとこと

「今日をより楽しく、皆で
仲良く暮らしましょう」
（区長の尾崎さん）

リーダーのひとこと

「『和』の活動は、住民の皆
さんのやる気が支えてい
ます」（区長の坂本さん）

リーダーのひとこと

「自分らの地域は、自分たちで守りたい」「地
域の皆が元気であることが、活動のチカラ
です」（老人クラブ第4クラブ長の畠田さん
（左）と町内会長の井筒さん（右））

※「
小
規
模
集
落
元
気
作
戦
」…
兵
庫
県
の
施

策
で
、地
域
再
生
に
向
け
た
住
民
の
自
主
的・主

体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。詳
細
は

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照（「
交
流・地
域
」↓

「
地
域
情
報
」↓「
地
域
再
生
大
作
戦
」↓「
小
規

模
集
落
元
気
作
戦
」）。

な
ご
み

予告

　急速な人口減少・少子高齢化が進む中、全国の先進的
な取り組みを学ぶとともに、淡路島の地域福祉活動の魅
力を探り、全国に広く集落福祉の意義を発信することを
目的に淡路市で開催されます。

 開催日　平成26年2月15日（土）、16日（日）
 会　場　淡路市しづかホール他　 定　員　800人 
※詳細が決定次第、開催要綱等を本会ホームページで
　掲載いたします。

ぜひ参加してね！

(総務省統計局、平成25年2月1日現在)

※横軸は、該当する問題が発生していると回答した「過疎地域自立促進特別措置法」に
　基づく過疎地域市町村等の割合

■図表２ 集落で発生している主な問題
　　　　（平成２２年度に総務省が実施した調査より抜粋）

0 20% 40% 60% 80%

働き口の減少

耕作放棄地の増大

空き家の増大

獣害・病虫害の発生

商店・スーパー等の閉鎖

森林の荒廃

公共交通の利便性の低下

　
淡
路
島
の
北
東
、大
阪
湾
に
面
し
た
下

田
町
内
会
は
全
1
2
3
世
帯
。75
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
割
合
は
15
％
に

も
上
る
。

　
単
身
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
中
、住

民
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が「
災
害
」へ
の
対
応
だ
。下
田
は
、海
に
面

し
た
土
地
柄
、高
潮
と
台
風
が
来
る
た
び

海
水
に
浸
か
る
被
害
を
受
け
た
歴
史
が
あ

る
。さ
ら
に
、町
内
で
火
事
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、昭
和
40
年
代
以
降
、住
民
に
よ
る
自

主
防
災
組
織
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　
災
害
へ
の
取
り
組
み
は
、一
人
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
要
援
護
者
の
避
難
者
名
簿
の

作
成
、町
内
会
館
へ
の
装
備
品
の
配
置
、初

期
消
火
訓
練
や
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
の
実
施
、婦
人
会
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
を「
自
ら
の

地
域
の
課
題
」と
し
て
共
有
し
、集
落
を
あ

げ
た
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
の
地
域
に
は
、体
操
や
サ
ロ
ン
、

老
人
大
学
、海
岸
の
清
掃
活
動
な
ど
、高
齢

者
の
居
場
所・役
割
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
あ
り
、皆
が
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　
特
に
、週
2
回
の「
い
き
い
き
1
0
0
歳

体
操
」に
は
、開
始
前
か
ら
、地
域
の
高
齢

者
が
集
ま
り
始
め
、話
に
花
を
咲
か
せ
る
。

体
操
は
介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、皆
が
顔

を
合
わ
せ
、互
い
の
元
気
を
確
か
め
る
場

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。い
つ
も
来
る
方
の

姿
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば「
あ
の
人
は
ど

う
し
た
の
か
」と
い
う
声
も
あ
が
り
、一
種

の
見
守
り
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
！

「
下
田
町
内
会
」（
淡
路
市・下
田
地
区
）　

事 

例

り
が
広
が
り
、自
然
と
近
隣
の
様
子
を
気

遣
う
関
係
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。現
在

で
は
、「
和
」に
参
加
で
き
な
い
住
民
が
地

域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
、支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
も
始
ま
っ
た
。

事
例
か
ら
見
え
る
ヒ
ン
ト
②

気
軽
に
集
え
る
場
か
ら

は
じ
ま
る「
つ
な
が
り
づ
く
り
」

　
「
和
」は
、住
民
同
士
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
交
流
の
場
で
あ
る
。お
互
い
が
知

り
合
っ
て
、「
和
」以
外
の
場
で
も
、自
然

に
声
を
掛
け
合
え
る
関
係
が
で
き
て
い

る
こ
と
が
、こ
の
活
動
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
。

　

地
域
内
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
い
わ

れ
る
集
落
で
も
、最
近
は
顔
を
合
わ
せ
て

世
間
話
を
す
る
機
会
は
減
っ
て
き
て
い

る
。特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
く
、お
茶

と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
気
軽
な
場
が
、

こ
う
し
た
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
。

「
何
で
も
話
せ
る
よ
う
な
自
然
な
場
づ
く

り
」が
、住
民
の
見
守
り・支
え
合
い
の
一

歩
に
な
る
。

す
」。木
原
さ
ん
は
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
ま
す
ま
す
感
じ
て
い
る

と
い
う
。

　

民
生
委
員
の
小
田
さ
ん
も
、「
こ
こ
で

は
何
気
な
い
会
話
か
ら
、い
ろ
ん
な
情
報

が
飛
び
交
い
ま
す
」と
語
る
。地
域
で
孤

立
し
が
ち
で
喫
茶
に
来
ら
れ
な
い
方
の

様
子
も
つ
な
が
り
の
あ
る
参
加
者
か
ら

聞
い
て
い
る
。「
和
」で
は
、和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
自
然
な
雰
囲
気
を
大
切
に
、何

気
な
い
会
話
か
ら
住
民
同
士
の
つ
な
が

　
但
馬
南
部
の
山
あ
い
に
あ
る
南
真
弓
区

の
世
帯
数
は
90
世
帯
、高
齢
化
率
は
33
％

を
超
え
、過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
そ
ん
な
南
真
弓
区
で
は
、毎
週
水
曜
日

に
地
域
の
集
会
所
で
ふ
れ
あ
い
喫
茶「
和
」

を
開
催
し
て
い
る
。み
ん
な
が
遠
慮
な
く

参
加
で
き
る
よ
う
参
加
費
は
1
0
0
円
。

男
性
の
参
加
者
も
多
く
毎
回
盛
況
で
、コ

ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
の
会
話

に
花
が
咲
い
て
い
る
。

　
「
寂
し
く
な
る
地
域
を
見
て
、何
と
か

地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、

み
ん
な
が
気
軽
に
集
ま
る
場
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」と
語
る
世
話

役
の
木
原
さ
ん
。住
民
の
思
い
を
受
け
止

め
、区
長
や
民
生
委
員
な
ど
役
員
の
後
押

し
も
受
け
て
始
ま
っ
た「
和
」は
今
年
で
4

年
目
。区
の
活
動
と
し
て
定
着
し
、区
外

の
人
も
噂
を
聞
き
つ
け
て
や
っ
て
く
る
ほ

ど
だ
。

　
「
耳
が
遠
く
な
っ
た
り
し
て
、出
歩
く
の

が
し
ん
ど
く
な
る
人
も
い
る
け
ど
、『
和
』

が
で
き
て
、ホ
ッ
と
く
つ
ろ
い
で
い
る
み

ん
な
の
笑
顔
を
見
て
、と
て
も
嬉
し
い
で

おいしいコーヒーとお菓子をつまみながら、
自然と会話に花が咲く

続
し
た
自
立
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、住
民
同
士
の
支
え
合
い
だ
け
で
な

く
、行
政
や
福
祉・医
療
を
は
じ
め
と
す

る
各
専
門
機
関
の
下
支
え
も
大
き
な
役

割
を
担
う
。そ
の
際
、行
政
や
専
門
機
関

に
は
、集
落
の
風
習
や
文
化・歴
史
と
一

体
に
な
っ
た
住
民
同
士
の
暮
ら
し
の
支

え
合
い
を
知
り
、と
も
に
支
え
て
い
く
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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集
落
に
お
け
る
課
題
は
こ
の
ほ
か
に
も

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、そ
の
内
容
は
働

き
口
や
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、暮
ら
し

の
基
盤
に
関
わ
る
も
の
が
多
い（
図
表
2
）。

　
こ
う
し
た
中
、暮
ら
し
の
課
題
に
向

き
合
っ
た
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
が

県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。過

疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の
集
落
で
の

取
り
組
み
は
、都
市
部
の「
オ
ー
ル
ド
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
」の
地
域
づ
く
り
に
お
い
て

も
ヒ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。い
く
つ
か

の
集
落
で
の
取
り
組
み
か
ら
、誰
も
が

住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を

探
っ
て
み
た
い
。

　
「
敬
老
の
日
」の
9
月
16
日
を
前
に
、総

務
省
は
全
国
の
高
齢
化
率
が
25
．0
％
に

の
ぼ
り
、初
め
て
4
人
に
1
人
が
高
齢
者

と
な
っ
た
こ
と
を
公
表
し
た
。兵
庫
県
は

全
国
平
均
に
比
べ
て
低
い
が
、30
％
を
超

え
て
い
る
市
町
も
増
え
て
い
る（
図
表
1
）。

　
特
に
、中
山
間
地
域
な
ど
の「
集
落
」に

お
け
る
高
齢
化
率
の
上
昇
は
、単
身
高
齢

世
帯
の
増
加
や
少
子
化
と
相
ま
っ
て
、お

祭
り
や
老
人
会
、自
治
会
の
行
事
が
縮

小・廃
止
に
な
る
な
ど
与
え
る
影
響
も
大

き
い
。同
じ
地
域
の
人
と
顔
を
合
わ
せ
、

一
緒
に
何
か
を
す
る
機
会
の
減
少
は
、地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
を
助
長
す
る
こ

と
に
な
る
。

SPECIAL EDITION

集
落
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

■図表１ 兵庫県内の市町別高齢化率
　　　　（３０％以上のみを抜粋）

市町名順位 高齢化率
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

香美町
養父市
佐用町
新温泉町
淡路市
神河町
朝来市
相生市
上郡町
洲本市
市川町
多可町
南あわじ市
県合計

35.3%
34.4%
34.3%
34.1%
34.0%
31.6%
31.0%
31.0%
30.9%
30.7%
30.5%
30.5%
30.3%
24.3%

　現在、高齢化や人口減少、単身世帯の増加などを背景に
地域社会の状況が急速に変化している。特に、中山間地域に
おける小規模な「集落」の変化は著しく、地域を支える人が
減少して共同体としての自治や行事が困難になるなど、住民
同士の「つながり」が希薄になってきている現状がある。
　今回の特集では、地縁が根付いた「集落」だからこそでき
る、支え合いの知恵や工夫と、そこから見える地域づくりの
ヒントを紹介する。

「ストップ・ザ・無縁社会」
絆つなげる 明日へつながる⑮
小規模集落からみえる
地域づくりのヒント

地
域
に
根
付
い
た

「
集
落
」な
ら
で
は
の
工
夫

事
例
か
ら
見
え
る
ヒ
ン
ト
③

地
域
な
ら
で
は
の「
生
活
課
題
」に

向
け
た
取
り
組
み

　
海
沿
い
の
集
落
で
あ
る
下
田
町
内
会
で

は
、「
災
害
」を
地
域
の
生
活
課
題
と
し
て
取

り
組
み
を
続
け
て
き
た
。取
り
組
み
の
ポ
イ

ン
ト
は
、気
軽
に
住
民
が
参
加
で
き
る
活
動

を
重
層
的
に
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
だ
。自
分

た
ち
の
地
域
の
生
活
課
題
に
対
し
て
、地
域

全
体
で
主
体
的
に
立
ち
向
か
う
動
き
を
つ

く
っ
て
き
た
点
に
注
目
し
た
い
。

　
地
域
の
課
題
は
、福
祉
だ
け
で
な
く
、災

害
や
防
犯
、農
地
保
全
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。地
域
課
題
に
丸
ご
と
対
応
し
て
い
く

視
点
に
加
え
、住
民
が
取
り
組
み
や
す
い

活
動
か
ら
始
め
て
継
続
す
る
こ
と
も
、こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
ヒ
ン
ト

と
な
る
。

　
「
限
界
集
落
」と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ

る
集
落
の
状
況
か
ら
は
、活
気
の
失
わ
れ

た
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
あ
る
。し

か
し
、実
際
に
集
落
を
訪
れ
て
み
る
と
、

農
作
業
を
続
け
る
高
齢
者
を
は
じ
め
住

民
の〝
元
気
さ
〞と
地
域
の
活
気
が
感
じ

ら
れ
る
。こ
の〝
元
気
さ
〞や
活
気
の
源
の

一
つ
は
、「
愛
着
あ
る
集
落
を
、私
た
ち
で

よ
り
良
く
し
た
い
」と
い
う
住
民
た
ち
の

思
い
で
あ
る
。も
う
一
つ
は
、高
齢
者
を
含

め
て
み
ん
な
が
地
域
の
一
員
と
し
て
役
割

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
一
人
一
人
が
役
割
を
発
揮
し
、支
え
合

い
の
あ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
何
か
。紹
介
し
た
集
落
に
共
通
す
る

こ
と
は
、住
民
同
士
の
交
流
と
話
し
合
い

の
場
を
丁
寧
に
つ
く
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

自
治
会
役
員
な
ど
一
部
の
住
民
だ
け
で

な
く
、幅
広
い
住
民
が
出
入
り
し
て
、交

流
の
中
か
ら
会
話
と
話
し
合
い
が
進
む

仕
掛
け
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に

は
、空
き
家
や
集
会
所
な
ど
の
拠
点
を
生

か
し
、食
堂
や
喫
茶
、各
種
教
室
活
動
な

ど
住
民
が
楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
交
流

で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。こ
こ
で
は
、

支
え
る
人・支
え
ら
れ
る
人
の
区
別
は
な

く
、あ
く
ま
で
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
交
流

か
ら「
お
互
い
さ
ま
」の
関
係
を
築
く
の

は
、集
落
に
限
ら
な
い
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
だ
。

　
ま
た
、地
域
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
も
大
き

い
。住
民
の
声・思
い
を
引
き
出
す
働
き

か
け
や
話
し
合
い
の
場
づ
く
り
、地
域
の

資
源
を
生
か
す
視
野
の
広
さ
、行
政
や
関

係
機
関
を
巻
き
込
む
力
な
ど
、す
ぐ
れ
た

リ
ー
ダ
ー
は
、住
民
の
思
い
と
資
源
を
つ

な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　
な
お
、今
回
紹
介
し
た
活
動
は
自
治
会

エ
リ
ア
で
あ
っ
た
が
、単
一
集
落
で
は
で

き
な
い
活
動
を
補
完
す
る
組
織
と
し
て
、

小
学
校
区
エ
リ
ア
で「
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」「
地
域
自
治
協
議
会
」な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
を
再
編
す
る
自
治
体
が
多

い
。住
民
同
士
の
日
常
的
な
見
守
り・支

え
合
い
は
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
エ
リ

ア
で
取
り
組
ま
れ
る
が
、移
送
や
買
い
物

支
援
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
、集

落
を
越
え
て
広
域
で
展
開
す
る
こ
と
も

重
要
に
な
る
。

　

最
後
に
、住
民
の
地
域
に
お
け
る
継

「第2回 町内・集落福祉全国サミット
ＩＮ淡路」が開催されます！

SPECIAL EDITION  特集

「うみがみ元気村食堂」の様子から（3ページ）

温
も
り
の
あ
る
雰
囲
気
で
、24
時
間

3
6
5
日
開
放
さ
れ
て
お
り
、い
つ
で
も

誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
。困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
も
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
が
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
地
域
の
居
場
所
と

し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、こ
の
う
み
が
み
の
財

産
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
だ
。「
今
を

よ
り
楽
し
く
、そ
し
て
、村
の
衰
退
を
少

し
で
も
食
い
止
め
た
い
。そ
れ
に
向
け
、な

だ
ら
か
に
焦
ら
ず
、で
き
る
だ
け
村
の
皆

さ
ん
が
利
用
し
て
関
わ
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」と
区
長
の
尾
崎
さ
ん
は

話
す
。

事
例
か
ら
見
え
る
ヒ
ン
ト
①
　

話
し
合
い
か
ら
生
ま
れ
た

地
域
住
民
の「
居
場
所
づ
く
り
」

　
食
堂
や「
い
こ
い
の
部
屋
」が
地
域
住
民

の
居
場
所
に
な
っ
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

住
民
自
ら
が
拠
点
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

何
度
も
話
し
合
っ
て
つ
く
り
上
げ
て
き
た

こ
と
に
あ
る
。そ
し
て
、高
齢
に
よ
り
足
を

運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
住
民
に
対
す
る
配

達
の
心
配
り
も
、拠
点
を
地
域
全
体
の
居

場
所
に
す
る
工
夫
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、資

源
の
生
か
し
方
に
あ
る
。空
き
家
を
改
修

し
た
り
、地
元
食
材
を
使
う
な
ど
、地
域
の

資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、足
り
な
い
も

の
は
行
政
施
策
な
ど
の
外
部
支
援
を
積
極

的
に
活
用
す
る
と
い
う
資
源
調
達
も
大
い

に
参
考
に
な
る
。

　
海
上
地
区
は
、鳥
取
県
境
に
あ
る
人
口

約
1
3
0
人
、高
齢
化
率
47
％
の
小
さ
な

集
落
で「
う
み
が
み
元
気
村
」と
呼
ば
れ
て

い
る
。こ
の
名
称
は「
み
ん
な
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、気
軽
に
集
え

る
場
に
し
た
い
」と
の
思
い
か
ら
住
民
で

話
し
合
っ
て
決
め
た
も
の
だ
。

　

同
地
区
は
平
成
21
年
度
か
ら
の
3
年

間
、県
の「
小
規
模
集
落
元
気
作
戦
」※
の

モ
デ
ル
集
落
に
選
定
さ
れ
た
。モ
デ
ル
期

間
終
了
後
も「
な
ん
と
か
元
気
な
地
区
に

し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
話
し
合
い
を

継
続
し
、二
つ
の
活
動
に
力
を
入
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
一
つ
目
は
、山
菜
や
牛
肉
な
ど
の
地
元

の
食
材
を
生
か
し
、作
る
楽
し
み
に
加

え
、「
売
る
」楽
し
み
も
備
え
た「
う
み
が

み
元
気
村
食
堂
」の
運
営
で
あ
る
。食
堂

に
来
ら
れ
な
い
人
に
気
付
い
た
女
性
陣

か
ら
の
提
案
で
、自
宅
へ
の
配
達
も
行
っ

て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、空
き
家
を
改
修
し
て
元
気

村
食
堂
の
隣
に
作
っ
た「
い
こ
い
の
部
屋
」

の
運
営
だ
。部
屋
の
壁
は
住
民
手
作
り
の

集
落
み
ん
な
が
元
気
に
、

そ
し
て
笑
顔
を
モ
ッ
ト
ー
に

「
う
み
が
み
元
気
村
」（
新
温
泉
町・海
上
地
区
）

事 

例

語
り
合
い
が
孤
立
の
防
止
に

ふ
れ
あ
い
喫
茶「
和
」（
朝
来
市・南
真
弓
区
）

事 

例

女性陣による共同作業

但馬牛を使った
肉うどん定食

みんな元気！「いきいき100歳体操」

災害に備えた訓練の様子

住民同士の交流から
「お互いさま」の関係が生まれる

リーダーのひとこと

「今日をより楽しく、皆で
仲良く暮らしましょう」
（区長の尾崎さん）

リーダーのひとこと

「『和』の活動は、住民の皆
さんのやる気が支えてい
ます」（区長の坂本さん）

リーダーのひとこと

「自分らの地域は、自分たちで守りたい」「地
域の皆が元気であることが、活動のチカラ
です」（老人クラブ第4クラブ長の畠田さん
（左）と町内会長の井筒さん（右））

※「
小
規
模
集
落
元
気
作
戦
」…
兵
庫
県
の
施

策
で
、地
域
再
生
に
向
け
た
住
民
の
自
主
的・主

体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。詳
細
は

兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照（「
交
流・地
域
」↓

「
地
域
情
報
」↓「
地
域
再
生
大
作
戦
」↓「
小
規

模
集
落
元
気
作
戦
」）。

な
ご
み

予告

　急速な人口減少・少子高齢化が進む中、全国の先進的
な取り組みを学ぶとともに、淡路島の地域福祉活動の魅
力を探り、全国に広く集落福祉の意義を発信することを
目的に淡路市で開催されます。

 開催日　平成26年2月15日（土）、16日（日）
 会　場　淡路市しづかホール他　 定　員　800人 
※詳細が決定次第、開催要綱等を本会ホームページで
　掲載いたします。

ぜひ参加してね！

(総務省統計局、平成25年2月1日現在)

※横軸は、該当する問題が発生していると回答した「過疎地域自立促進特別措置法」に
　基づく過疎地域市町村等の割合

■図表２ 集落で発生している主な問題
　　　　（平成２２年度に総務省が実施した調査より抜粋）

0 20% 40% 60% 80%

働き口の減少

耕作放棄地の増大

空き家の増大

獣害・病虫害の発生

商店・スーパー等の閉鎖

森林の荒廃

公共交通の利便性の低下

　
淡
路
島
の
北
東
、大
阪
湾
に
面
し
た
下

田
町
内
会
は
全
1
2
3
世
帯
。75
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
の
割
合
は
15
％
に

も
上
る
。

　
単
身
の
高
齢
者
世
帯
が
増
え
る
中
、住

民
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が「
災
害
」へ
の
対
応
だ
。下
田
は
、海
に
面

し
た
土
地
柄
、高
潮
と
台
風
が
来
る
た
び

海
水
に
浸
か
る
被
害
を
受
け
た
歴
史
が
あ

る
。さ
ら
に
、町
内
で
火
事
が
続
い
た
こ
と

か
ら
、昭
和
40
年
代
以
降
、住
民
に
よ
る
自

主
防
災
組
織
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　
災
害
へ
の
取
り
組
み
は
、一
人
暮
ら
し

高
齢
者
な
ど
要
援
護
者
の
避
難
者
名
簿
の

作
成
、町
内
会
館
へ
の
装
備
品
の
配
置
、初

期
消
火
訓
練
や
津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
の
実
施
、婦
人
会
の
協
力
を
得
て
実
施

す
る
炊
き
出
し
訓
練
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
を「
自
ら
の

地
域
の
課
題
」と
し
て
共
有
し
、集
落
を
あ

げ
た
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
の
地
域
に
は
、体
操
や
サ
ロ
ン
、

老
人
大
学
、海
岸
の
清
掃
活
動
な
ど
、高
齢

者
の
居
場
所・役
割
が
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
あ
り
、皆
が
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　
特
に
、週
2
回
の「
い
き
い
き
1
0
0
歳

体
操
」に
は
、開
始
前
か
ら
、地
域
の
高
齢

者
が
集
ま
り
始
め
、話
に
花
を
咲
か
せ
る
。

体
操
は
介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、皆
が
顔

を
合
わ
せ
、互
い
の
元
気
を
確
か
め
る
場

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。い
つ
も
来
る
方
の

姿
が
見
え
な
い
と
な
れ
ば「
あ
の
人
は
ど

う
し
た
の
か
」と
い
う
声
も
あ
が
り
、一
種

の
見
守
り
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
！

「
下
田
町
内
会
」（
淡
路
市・下
田
地
区
）　

事 

例

り
が
広
が
り
、自
然
と
近
隣
の
様
子
を
気

遣
う
関
係
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。現
在

で
は
、「
和
」に
参
加
で
き
な
い
住
民
が
地

域
で
孤
立
し
な
い
よ
う
、支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
も
始
ま
っ
た
。

事
例
か
ら
見
え
る
ヒ
ン
ト
②

気
軽
に
集
え
る
場
か
ら

は
じ
ま
る「
つ
な
が
り
づ
く
り
」

　
「
和
」は
、住
民
同
士
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
交
流
の
場
で
あ
る
。お
互
い
が
知

り
合
っ
て
、「
和
」以
外
の
場
で
も
、自
然

に
声
を
掛
け
合
え
る
関
係
が
で
き
て
い

る
こ
と
が
、こ
の
活
動
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
。

　

地
域
内
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
い
わ

れ
る
集
落
で
も
、最
近
は
顔
を
合
わ
せ
て

世
間
話
を
す
る
機
会
は
減
っ
て
き
て
い

る
。特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
な
く
、お
茶

と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む
気
軽
な
場
が
、

こ
う
し
た
関
係
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
た
。

「
何
で
も
話
せ
る
よ
う
な
自
然
な
場
づ
く

り
」が
、住
民
の
見
守
り・支
え
合
い
の
一

歩
に
な
る
。

す
」。木
原
さ
ん
は
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
ま
す
ま
す
感
じ
て
い
る

と
い
う
。

　

民
生
委
員
の
小
田
さ
ん
も
、「
こ
こ
で

は
何
気
な
い
会
話
か
ら
、い
ろ
ん
な
情
報

が
飛
び
交
い
ま
す
」と
語
る
。地
域
で
孤

立
し
が
ち
で
喫
茶
に
来
ら
れ
な
い
方
の

様
子
も
つ
な
が
り
の
あ
る
参
加
者
か
ら

聞
い
て
い
る
。「
和
」で
は
、和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
自
然
な
雰
囲
気
を
大
切
に
、何

気
な
い
会
話
か
ら
住
民
同
士
の
つ
な
が

　
但
馬
南
部
の
山
あ
い
に
あ
る
南
真
弓
区

の
世
帯
数
は
90
世
帯
、高
齢
化
率
は
33
％

を
超
え
、過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。

　
そ
ん
な
南
真
弓
区
で
は
、毎
週
水
曜
日

に
地
域
の
集
会
所
で
ふ
れ
あ
い
喫
茶「
和
」

を
開
催
し
て
い
る
。み
ん
な
が
遠
慮
な
く

参
加
で
き
る
よ
う
参
加
費
は
1
0
0
円
。

男
性
の
参
加
者
も
多
く
毎
回
盛
況
で
、コ

ー
ヒ
ー
と
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
の
会
話

に
花
が
咲
い
て
い
る
。

　
「
寂
し
く
な
る
地
域
を
見
て
、何
と
か

地
域
を
盛
り
上
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
、

み
ん
な
が
気
軽
に
集
ま
る
場
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
」と
語
る
世
話

役
の
木
原
さ
ん
。住
民
の
思
い
を
受
け
止

め
、区
長
や
民
生
委
員
な
ど
役
員
の
後
押

し
も
受
け
て
始
ま
っ
た「
和
」は
今
年
で
4

年
目
。区
の
活
動
と
し
て
定
着
し
、区
外

の
人
も
噂
を
聞
き
つ
け
て
や
っ
て
く
る
ほ

ど
だ
。

　
「
耳
が
遠
く
な
っ
た
り
し
て
、出
歩
く
の

が
し
ん
ど
く
な
る
人
も
い
る
け
ど
、『
和
』

が
で
き
て
、ホ
ッ
と
く
つ
ろ
い
で
い
る
み

ん
な
の
笑
顔
を
見
て
、と
て
も
嬉
し
い
で

おいしいコーヒーとお菓子をつまみながら、
自然と会話に花が咲く

続
し
た
自
立
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、住
民
同
士
の
支
え
合
い
だ
け
で
な

く
、行
政
や
福
祉・医
療
を
は
じ
め
と
す

る
各
専
門
機
関
の
下
支
え
も
大
き
な
役

割
を
担
う
。そ
の
際
、行
政
や
専
門
機
関

に
は
、集
落
の
風
習
や
文
化・歴
史
と
一

体
に
な
っ
た
住
民
同
士
の
暮
ら
し
の
支

え
合
い
を
知
り
、と
も
に
支
え
て
い
く
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。多
数

の
企
業
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参

画
に
よ
り
、平

成
25
年
度
に
は

全
国
で
1
9
4

人
の
子
ど
も
た

ち
が
こ
の
仕
組

み
を
利
用
し
て

い
る
。

　

バ
ウ
チ
ャ
ー
を
利
用
す
る
子
ど
も
た

ち
に
は
、月
1
度
の
相
談
機
会
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。こ
こ
で
相
談
相
手
と
な
る

の
が
、専
門
的
な
研
修
を
受
け
た
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
。進
路
や
学
習
状
況
に

つ
い
て
大
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
を

継
続
的
に
支
え
て
い
る
。学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
か
ら
は
、「
子
ど
も
た
ち
が
将
来
の

夢
を
み
つ
け
て
変
わ
っ
て
い
く
過
程
に
寄

り
添
う
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
手
応
え
が

語
ら
れ
る
。

　
代
表
理
事
の
奥
野
慧
氏
も
、「
経
済
的

な
理
由
で
、子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
希
望

　
家
庭
環
境
に
よ
っ
て
、子
ど
も
た
ち
の

学
力
や
社
会
性
を
育
む
機
会
に
格
差
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。同
法
人
の
活
動
は
、

こ
の
よ
う
な
社
会
的
な
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、平
成
21
年
に
N
P
O
法
人
ブ
レ

ー
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
※
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
。

　
バ
ウ
チ
ャ
ー
の
配
布
と
い
う
今
ま
で

に
な
い
取
り
組
み
を
支
え
て
い
る
の
は
、

事
業
に
賛
同
す
る
市
民
や
企
業
・
団
体

か
ら
の
寄
付
だ
。平
成
24
年
度
に
は
約

2
0
0
人
の
個
人
と
35
社
以
上
の
企

業
・
団
体
か
ら

6
，0
0
0
万
円

を
超
え
る
寄
付

金
が
集
ま
っ
た
。

　
現
在
、バ
ウ
チ

ャ
ー
は
同
法
人

の
バ
ウ
チ
ャ
ー

取
扱
事
業
者
と

し
て
登
録
す
る

全
国
約
95
カ
所

の
学
校
外
教
育

機
関（
塾
・
予
備

校
な
ど
）で
利
用

や
夢
を
断
念
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
。多

く
の
関
係
者
と
連
携
し
、学
校
外
教
育
の

機
会
を
守
る
仕
組
み
を
広
げ
て
い
け
れ

ば
」と
抱
負
を
語
る
。今
後
は
子
ど
も
た

ち
の
意
欲
を
さ
ら
に
促
す
新
規
事
業
の

開
発
も
含
め
、支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く

予
定
だ
。

子
ど
も
の
夢
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を

多
様
な
関
係
者
の

参
加
に
よ
り
広
が
る
支
援

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　今では多くの小学生や中学生が学習塾や英語教
室などに通っているけど、生活保護世帯など経済的
な理由で通いたくても通えない子どもたちもいるん
だ。一般社団法人チャンス・フォー・チルドレン（CFC）
は、このような子どもたちが塾や予備校・習い事に利
用できる学校外教育バウチャー※の提供を日本で初
めて行った団体なんだ。

取材を終えて
　同法人は、すべての子どもたちが多様な機会の中
で成長できる社会を目指して、先駆的に活動を続け
てこられました。世帯の収入に関わらず、あらゆる
子どもたちの成長機会が守られる場づくりを、地域
の関係者とともに進めていくことが重要であると感
じました。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

photo by Natsuki Yasuda / studio AFTERMODE

すべての子どもたちに機会と夢を
～チャンス・フォー・チルドレンの取り組み～

第６回はっぴ～カーニバル
（主催：西区市民参加による障害者安心ネットワーク

－ＫＯＢＥ ＷＥＳＴ ＮＥＴ－）
日　時　平成２５年１１月３０日（土）
　　　  １０：００～１５：００
会　場　西神中央プレンティ広場
　　　  （神戸市西区）
内　容　バザー、体験コーナーなど
※詳細はキャンペーンホームページにチ
　ラシを掲載しています。

一般社団法人 チャンス・フォー・チルドレン
西宮市甲風園1丁目3-12　カミヤビル3階
　☎0798-63-4442　http://cfc.or.jp/

■バウチャー提供のしくみ

全県キャンペーンに対して、多くのメッセージをお寄せいただいています！
（平成２５年度推進協議会総会、第５２回社会福祉夏季大学の参加者より）

協賛事業のお知らせ キャンペーン動画をＹｏｕＴｕｂｅで公開！
　このたび、キャンペーンの協賛事業として、下記の行
事が開催されますので、お知らせいたします。

　推進協議会の平成25年度総会でも上映しました、
キャンペーンの取り組みに関する最新動画を、動画
共有サイトの「YouTube」にアップしました。ぜひ、ご
覧ください！

メッセージ

ＴＯＰＩＣＳ

※
学
校
外
教
育
バ
ウ
チ
ャ
ー
…
学
習
塾
等
に
か

　
か
る
授
業
料
に
使
用
目
的
が
限
定
さ
れ
た
ク

　
ー
ポ
ン
券
の
こ
と
。子
ど
も
た
ち
は
自
ら
が
希

　
望
す
る
学
習
塾
等
の
授
業
料
と
し
て
バ
ウ
チ

　
ャ
ー
を
支
払
う
。

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
レ
ー
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
―
…

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
被
災
児
童

　

等
の
学
習
支
援
活
動
等
を
進
め
て
き
た
団
体

　
（
拠
点
は
西
宮
市
）。

民生委員・児童委員の皆さんから
●向こう三軒両隣がコミュニティの基本ではないでしょうか。
●知らない方に声をかけ合うところから始まると思います。あ
　いさつだけでも一歩になるのかな。
●私たちの地域では、食事会や趣味の会などで時々お会いし
　てお話をしています。楽しいです。
●地域包括支援センターなどの体制強化により、「無縁」を無
　くす窓口を一本化し、困った人の話をしっかりと聞ける体制
　を作ることが大切だと思います。

社会福祉協議会関係者の皆さんから
●小中学校の福祉教育をもっと充実させ、「困った時には福
　祉をどう利用すればよいのか」を知っていれば、もっと福祉
　サービスを利用できるようになるのではないでしょうか。
●核家族は、一時は皆が憧れるのでしょうが、歳を取ると何世
　代も一緒の生活が良いと感じます。
●「無縁社会」は人災の一つ。意識の変化を促すアクション
　を一人一人が起こしていくことが求められるのではない
　でしょうか。

福祉施設関係者の皆さんから
●「無縁社会」は自業自得です。ゴミを違う日に平然と出す、
　他人と関わりたくないなど、人間の社会からの離脱志向が
　一因にあると思います。
●「無縁社会」を楽しく乗り越えるためには、色んな世代が交
　流できる機会を地域で少しずつ増やしていければ良いと思
　いました。

行政機関関係者の皆さんから
●友人にも未婚の人が多く、若い世代は一人っ子が多いの
　で、今後は周囲に頼れる人が減ってくると思います。
●隣人に対して、勇気を出してあいさつしてみる。そこからは
　じまる「無縁からの縁」もあるのかなと思います。

メッセージはキャンペーンホーム
ページ（ｈｔｔｐ://ｓｔｏｐ-ｍｕｅｎ.ｊｐ/)
でも受け付けているよ。
皆さんの声を聞かせてね！

当事者団体の皆さんから
●「無縁の縁」という言葉を知り、「無縁社会」には課題が山積
　していますが希望や可能性もあると感じました。

ＵＲＬ　http://youtu.be/TlgG9nmYgxM
（キャンペーンホームページからもリンクしています）

①寄付
企
業・市
民
等

C
F
C

子ども

教育事業者

②バウチャー提供

⑥料金支払い
④サービス提供

⑤バウチャー送付・
料金請求

③バウチャー
支払い

voucher

voucher

voucher
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Personal History

て
入
浴
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。小
さ
な

浴
槽
で
し
た
が
、頬
が
ピ
ン
ク
色
に
な
り
、

何
度
も「
気
持
ち
い
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と

が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。こ
の
時
一
緒
に
対
応

し
て
く
だ
さ
っ
た
看
護
師
か
ら
、五
感
を
フ

ル
に
活
用
し
て
援
助
に
あ
た
る
こ
と
、他

職
種
の
方
と
連
携
し
て
支
え
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
法
人
で
は
、「
地
域
サ
ポ
ー
ト
型

特
養
」※
と
し
て
6
月
よ
り
24
時
間
の
地

域
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

法
人
の
理
念
で
も
あ
る「
老
後
の
安
心
支

え
ま
す
！
」の
下
に
、独

居
高
齢
者
、認
知
症
の

方
が
な
じ
み
の
あ
る
地

域
の
中
で
安
心
し
て
生

活
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、民
生
委
員
や
地
域

の
社
会
資
源
等
と
お
互

い
に
連
携
し
な
が
ら

「
訪
問
、相
談
、緊
急
通

報
サ
ー
ビ
ス
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
本
人
は
も
と
よ
り
、離
れ
て
生
活
し
て

い
る
家
族
も
安
心
で
き
る
よ
う
な
社
会
資

源
の
一
つ
と
し
て
、地
域
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
パ
ー
は「
人
が
人
を
支
え
る
」究
極

の
サ
ー
ビ
ス
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
キ
ル
が
必
要
で
す

の
で
、常
に
学
び
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。訪
問
介
護
は
観
察
に
始
ま

り
、観
察
に
終
わ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

「
い
つ
も
と
違
う
」を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
す

る
た
め
に
も
、心
身
共
に

健
康
で
な
く
て
は
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
人
生
の
先
輩
で
あ
る
高

齢
者
の
方
々
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、チ
ー
ム
の
仲

間
と
共
に
元
気
を
お
届
け

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
笑
顔
〞が
す
て
き
な
方
で
、周
り
の
利

用
者
や
職
員
に
そ
の
笑
顔
が
自
然
に
広

が
っ
て
い
る
の
が
、印
象
的
で
し
た
。震
災

を
機
に
福
祉
の
仕
事
に
挑
戦
さ
れ
、介
護

福
祉
士
や
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
資

格
も
取
得
さ
れ
た
努
力
家
で
、ま
た
地
域

で
認
知
症
予
防
教
室
も
開
催
す
る
な
ど
、

地
域
の
方
を
連
携
し
て
支
え
て
い
く
と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　　

阪
神・淡
路
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

経
験
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、高
齢
者

を
支
援
す
る
仕
事
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。施
設
に
勤
務
し
た
当
初
は
、日
々
の

仕
事
に
精
一
杯
で
、入
所
者
の
方
に
ど
う

向
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
だ
ろ
う
と
暗

中
模
索
し
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
、あ

る
研
修
会
で
訪
問
介
護
の
講
義
を
受
け
、

高
齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
地
域
の

中
で
、自
宅
で
生
活
で
き
る
よ
う
支
え
て

い
き
た
い
と
強
く
思
い
、ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

の
仕
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
担
当
し
た
方
が「
も
う
何
年
も

湯
船
に
漬
か
っ
た
こ
と
が
な
い
、一
度
入
り

た
い
」と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、自
宅
の
浴

槽
は
深
く
、小
柄
な
方
で
し
た
の
で
入
浴

は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。そ
こ

で
、衣
装
ケ
ー
ス
を
簡
易
浴
槽
に
見
立
て

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

43歳

44歳

54歳

現在

地域を駆
ける！

ワーカー物語

社会福祉法人 福竹会
ホームヘルプサービスセンター鹿児の郷

赤池 和子さん
あ か い け 　 か ず  こ

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

〝
笑
顔
〞で
、大
切
な
地
域
の
方
々
を

皆
と
力
を
合
わ
せ
て
支
え
て
い
き
た
い

※
兵
庫
県
で
は
、平
成
25
年
度
よ
り
高
齢
者
の
在
宅

生
活
の
継
続
を
図
る
た
め
、生
活
援
助
員（
L
S
A
）

等
を
配
置
し
て
地
域
住
民
を
対
象
に
見
守
り
等
を

行
う
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を「
地
域
サ
ポ
ー
ト

型
特
養
」と
し
て
認
定
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。

福祉施設で介護職員とし
て勤務

訪問介護事業所に勤務

ホームヘルプサービスセ
ンター鹿児の郷に勤務

同センターでサービス提
供責任者として勤務中

一人一人を
笑顔で支える

兵庫県内の社協、社
会福祉施設、ＮＰＯ、
職能団体等の救援
活動を紹介します

兵庫県からつなぐ
被災地支援

流しそうめんを楽しむ仮設住宅の住民（名取市） 日和山公園に植樹した桜（名取市）

阪神・淡路大震災の経験を東北につなぐ

　県社協ひょうごボランタリープラザでは、今夏、8月
4日～7日と同月13日～15日の2回にわたり、東日本
大震災の被災地へボランティアバスを運行し、総勢80
人のボランティアが各地で支援を行った。
　8月5～6日には、現地主催の伝統行事｢第44回仙台
七夕花火祭｣の運営協力のほか、東松島市の赤井中央
公園仮設住宅付近で、津波による泥が現在も残る側溝
の掃除の後、「国際現代」水墨画協会から託された励ま
しメッセージの描かれたうちわを仮設住宅の住民に贈
呈し、にぎやかに交流を深めた。
　同14日には、名取市愛島東部団地仮設住宅におい
て、兵庫県手延素麵協同組合の協力による手延そうめ
ん「揖保乃糸｣を、地元のＮＰＯである賢和会「男の台
所」※との協働により｢流しそうめん｣として提供し、楽
しく世代間交流を図った。また、｢神戸・市民交流会｣お
よび「阪神淡路大震災1.17のつどい実行委員会｣と協

ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ

ボランティアによる
継続した被災地支援

復興公営住宅の移行支援に向けたワークショップを開催

働して、竹灯篭に炎を灯し津波で犠牲となった方々を
追悼した。
　今回のボランティアバスに先立つ6月には、名取市
閖上地区にある日和山公園に兵庫県ボランティアが
被災地の復興を祈って、｢鎮魂と希望｣の桜を植樹。今

後、桜の成長を
楽しみに、阪神・
淡路大震災を経
験した私たち兵
庫県民だからこ
そできる支援を
続けていきたい。

　現在、東日本大震災の被災地では、復興公営住宅
の建設と転居が進められている。復興公営住宅への
転居にあたっての課題と必要な支援について、兵庫
県内の支援者と宮城県内の研究者らが集まって7月
にワークショップを開催した。
　阪神・淡路大震災当時の行政・社協職員、民生委員
児童委員、仮設支援員らからは、仮設住宅から復興公
営住宅に転居された方々への支援の引継ぎができな
かったこと、特に支援が必要な住民には転居への不安
にしっかり寄り添い、丁寧に情報を伝える必要がある
ことなど、活発な意見が出された。今後、県社協や県
内社協などが協力し、被災地での復興公営住宅への
移行支援の研修テキストを作成する予定である。

めでしま ゆりあげ

※仙台市を中心に、
高齢男性による食
を通じた社会貢献
に取り組んでいる
団体。
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問い合わせ先
兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

一般社団法人 兵庫県介護老人保健施設協会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

一般社団法人 兵庫県介護老人保健施設協会
〒651-0062　神戸市中央区坂口通2-1-1兵庫県福祉センター
☎078-265-6933　　ＦＡＸ078-265-6934
E-mail　hyoroken@muse.ocn.ne.jp　

連絡先

　介護老人保健施設（通称：老健）は、医療・福
祉・介護と、また在宅と病院・施設の「中間施
設」として位置づけられ、高齢者の方々が家庭
に戻られるため、さまざまな専門職によるサ
ービスを提供する施設です。
　兵庫県介護老人保健施設協会は、「高齢者
の医療・福祉に関する調査研究、知識の普及
を推進するとともに介護老人保健施設の機
能の向上を図り、もって少子高齢社会におけ
る真に豊かな福祉社会づくりに寄与する」こ
とを目的として平成2年11月に設立され、当
初は10の施設でスタートした会員施設も、現
在では県下145の施設を数えるまでになりま
した。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
を
街
頭
で
Ｐ
Ｒ
！

　

9
月
18
日
、宝
塚
ホ
テ
ル
に
て
、兵
庫
県・

兵
庫
県
社
協・宝
塚
市・宝
塚
市
社
協
の
4

者
共
催
に
よ
る
第
62
回
兵
庫
県
社
会
福
祉

大
会
が
開
催
さ
れ
、県
内
各
地
か
ら
社
会

福
祉
関
係
者
約
8
5
0
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、昨
年
に
引
き
続
き「
ス

ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
協
賛
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
、会
場
内

で
の
パ
ネ
ル
展
示
、幹
事
団
体
や
昨
年
の

活
動
を
紹
介
す
る
ム
ー
ビ
ー
の
映
写

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、参
加
者
に

対
し
て
啓
発
チ
ラ
シ
や
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

な
ど
が
配
布
さ
れ
た
。

　

大
会
で
は
、地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

コ
ー
ラ
ス
に
よ
り
華
や
か
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
が
飾
ら
れ
た
後
、表
彰
式
典
が
執
り
行

わ
れ
、兵
庫
県
知
事
ら
主
催
者
代
表
者
、

来
賓
代
表
の
兵
庫
県
議
会
議
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、永
年
に
わ

た
り
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

約
7
8
0
の
個
人
と
団
体
が
表
彰
さ
れ
、

代
表
者
に
対
し
て
県
知
事
、県
社
協
会
長

の
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
式
典
後
に
は
、記
念
講
演
と
し
て
、オ
ロ

ナ
ミ
ン
Ｃ
の
Ｃ
Ｍ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ「
赤
い

霊
柩
車
シ
リ
ー
ズ
」等
で
お
な
じ
み
の
俳

優
大
村
崑
氏
が
登
壇
し
た
。大
村
氏
は
、

戦
後
す
ぐ
の
神
戸
な
ど
の
情
景
や
当
時
の

人
と
人
の
つ
な
が
り
な
ど
を
振
り
返
り
な

が
ら
、人
と
人
が
支
え
合
う
こ
と
、絆
や
つ

な
が
り
の
大
切
さ
を
語
り
か
け
た
。ま
た
、

元
気
い
っ
ぱ
い
に
高
齢
期
を
過
ご
す
秘
訣

な
ど
に
つ
い
て
も
楽
し
く
語
ら
れ
、会
場

は
参
加
者
の
た
く
さ
ん
の
笑
い
声
に
包
ま

れ
、盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
参
加
者
の
気

づ
き
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

　
特
に「
確
保
」に
関
し
て
は
、「
求
職
者

は
、施
設
の
雰
囲
気
や
利
用
者
、職
員
の

表
情
ま
で
見
て
い
る
」「
自
法
人
の〝
売
り
〞

を
し
っ
か
り
伝
え
る
」「『
こ
ん
な
人
と
仕

事
を
し
た
い
、こ
う
育
て
て
い
き
た
い
』と

い
う
思
い
が
言
え
る
」な
ど
、こ
れ
ま
で
気

付
け
て
い
な
か
っ
た
点
や
今
後
に
生
か
せ

る
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、定
着
に
関
し
て
は
、離
職
理
由
の

上
位
に
人
間
関
係
の
問
題
や
施
設
の
経

営
方
針
等
へ
の
不
満
が
あ
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お

い
て「
活
気
あ
る
職
場
づ
く
り
に
何
が
必

要
な
の
か
」を
問
い
直
す
機
会
と
な
っ
た
。

兵
庫
県
社
会
福
祉
大
会

を
宝
塚
市
で
開
催
！

福
祉
職
場
の
人
材
確
保・

定
着
に
向
け
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ

主催者としてあいさつする井戸敏三県知事

「いま幸せですか」と語りかける
大村崑氏

　

福
祉
関
係
の
社
会
福
祉
法
人・事
業
所

の
人
事・採
用
担
当
者
等
を
対
象
に「
採

用
力
向
上
研
修
」を
9
月
12
日
に
開
催

し
、56
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
本
研
修
は
、介
護・福
祉
職
員
の
人
材

確
保
に
つ
い
て
困
難
な
状
況
が
続
く
中
、

優
秀
な
人
材
の「
確
保
」に
向
け
た
効
果

的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、職
員

の「
定
着
」に
関
す
る
成
功
事
例
等
を
学

び
た
い
と
い
う
事
業
者
の
声
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、今
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
実

施
し
た
も
の
。

　
今
回
の
講
師
は
㈱
ア
イ
デ
ム
人
と
仕

事
研
究
所
の
小
野
山
哲
朗
氏
。研
修
で

は
、「
自
施
設
に
あ
っ
た
人
材
の
採
用
定

着
」「
自
施
設
の
魅
力
を
求
職
者
に
伝
え

る
」「
自
施
設
に
あ
っ
た
採
用
計
画
、戦
略

の
立
て
方
」な
ど
に
つ
い
て
、講
義
や
グ

❶高齢者の医療・福祉に関する調査研究
❷ホームページ(http://www.hyoro
ken.jp/)や機関誌「老健ひょうご」の発
行などを通じた情報提供・啓発事業

❸施設職員の知識・資質・技能等向上のた
めの各職種別研修（8研修）や県外の先
進施設への視察研修

❹県民や他団体の関係職員も対象とした
シンポジウムの開催

❺全国老健大会や近畿ブロック老健大会
への運営協力等

こんな取り組みをしています

利用者の家庭復帰に向けた支援を行います

グループでの討議により“気づき”が深まる

街頭で行われたセレモニー

KOBerrieS♪と近田幼稚園児によるパレード

　
67
回
目
を
迎
え
た
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
10
月

1
日
に
神
戸
市
中
央
区
の
神
戸
元
町
商

店
街
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
市
長
田
区
の
近
田
幼
稚
園
児
の

代
表
2
人
に
よ
る
開
会
宣
言
か
ら
始

ま
っ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、石
田
等
県
共

同
募
金
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、Ａ

Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員
の
武
貞
絵
里
さ
ん
に

よ
る
厚
生
労
働
大
臣
お
よ
び
中
央
共
同

募
金
会
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、近
田
幼
稚
園
児

1
2
1
人
に
よ
る
鼓
隊
パ
レ
ー
ド
や
、

神
戸
地
域
活
性
化
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト

「KO
BerrieS

♪（
コ
ウ
ベ
リ
ー
ズ
）」の

路
上
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、多
く
の
方

へ
共
同
募
金
運
動
の
ス
タ
ー
ト
が
周
知
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
共
募

マ
ス
コ
ッ
ト
の

「
あ
か
は
ね

ち
ゃ
ん
」や
、

ヴ
ィッ
セ
ル
神
戸

マ
ス
コ
ッ
ト
の「
モ
ー

ヴ
ィ
君
」、ヴ
ィッ
セ
ル
ガ
ー
ル
な
ど
が
募
金

の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
兵
庫
県
で
の
共
同
募
金
運
動
は「
や
さ

し
さ
が 

必
ず
と
ど
く 

赤
い
羽
根
」の
運

動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、12
月
31
日
ま
で

行
わ
れ
、目
標
額
は
5
億
5,
8
9
7
万

1,
0
0
0
円
と
し
て
い
ま
す
。集
め
ら
れ

た
募
金
は
社
会
福
祉
施
設
や
地
域
福
祉
の

推
進
を
目
的
と
し
た
団
体
事
業
、災
害
時

の
被
災
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
活
動

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、募
金

に
協
力
す
る
こ
と
で
、

地
域
福
祉
活
動
へ
の

支
援
に
つ
な
が
り
、県

民
の
誰
も
が
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
る
運

動
で
す
。本
年
も
皆
さ

ま
の
ご
協
力
、ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

共同募金をPRする
あかはねちゃん
共同募金をPRする
あかはねちゃん

人材確保のノウハウを伝える小野山氏

施設職員のための研修を実施

ひょうごの福祉

2013 November11 2013 November 10

兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

経 営 理 念

1 2 3
〒650-0038
神戸市中央区西町35三井神戸ビル3Ｆ
Tel : 078-321-5005
Fax : 078-321-5019

私たちはお客様と心の
お付き合いをし、こだ
わりに応えるサービスと
商品を提供します。

私たちは地域の一員とし
て、内外で人々の交流
の場を創出し、地域社会
の発展に寄与します。

私たちは一人一人が資
質の向上に努め、お互
いが信頼できる風通しの
良い会社を築きます。

私たちは「人と人との出会い」と
そこから生まれる「コミュニケーション」を大切にし、
心豊かな社会の発展に貢献します。

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

助成金情報

12月

11月

域コミュニティ形成に向けた新たな仕組み
づくりや関係づくりなどの活動も歓迎します。

対象　近畿2府4県に拠点があり、募集開始
時点において1年以上の継続活動実績が
ある団体（上記の条件を実質的に満たすも
のとして本財団が認める団体）

助成額　1件70万円以下（総額5,000万円程度）
締切り　平成25年11月18日（月）
●申●問公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
　TEL 06-6375-3202
URL　http://www.jrw-relief-f.or.jp/aid/
katsudo.html

JT　NPO助成事業
日本国内において、地域社会の核となって実
施する、地域コミュニティの再生と活性化につ
ながる事業に対し助成します。
対象　①～③のすべてを満たす法人①非営
利法人②平成25年9月30日時点で法人
格を有して1年以上の活動実績を有する法
人③設立目的や活動内容が、政治、宗教、
思想などに偏っていない法人

助成額　1件上限150万円（40件程度）
締切り　平成25年11月20日（水）
●問●申日本たばこ産業株式会社　CSR推進部社
会貢献室　TEL03-5572-4290

URL　http://www.jti.co.jp/csr/contribution/
social/npo/entry/index.html

日本社会福祉弘済会
平成26年度 社会福祉助成事業
社会福祉関係者の専門性向上などを目指した
「研修事業」や「研究事業」に対し助成します。
対象　社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉
活動などを目的とする社会福祉法人、福祉
施設、福祉団体、グループ

助成分野　研修事業（①集合研修②派遣研
修）、研究事業（③実践研究④調査研究）

助成額　助成対象経費合計の80%以内かつ
50万円以内

締切り　平成25年12月13日（金）
●問●申公益財団法人 日本社会福祉弘済会 助成
事業申請係　TEL 03-3846-2172

URL　http://www.nisshasai.jp/

公益財団法人みらいのつばさ財団
自立・奨学支援制度
困難を抱えた子ども達の自立のための一助と
して支援します。
対象　①児童養護施設②母子生活支援施設
③里親委託児童④ファミリーホーム⑤その
他の児童福祉施設のいずれかに入所してお
り、原則18歳を迎え進学・就職する予定の
児童

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細は、
それぞれの問い合わせ先にご確認ください。
田辺三菱製薬
手のひらパートナープログラム
患者の療養・就労生活の改善等、QOL向上実
現のために取り組んでいる難病患者団体およ
びその支援団体へ助成します。
対象　厚生労働省が定める「難治性疾患克服
研究事業対象疾患130疾患」として定める
難病の患者とその家族等が所属する、国内
に主たる活動拠点を有する団体

助成額　1件上限100万円（総額1,000万円）
締切り　平成25年11月15日（金）
●問●申公益社団法人 日本フィランソロビー協会
TEL 03-5205-7580

URL　http://philanthropy.or.jp/
tenohira/02palm/

公益財団法人損保ジャパン記念財団
NPO基盤強化資金助成
障害児・者、高齢者などを対象として活動する
NPOの支援、社会福祉の学術文献表彰、学術
研究・文化活動などに助成します。
対象　中部・近畿地区に所在し、社会福祉に
関する活動を行う特定非営利活動法人・社
会福祉法人

助成額　1団体上限50万円（総額900万円予定）
締切り　平成25年11月15日（金）
●問●申公益財団法人損保ジャパン記念財団
TEL03-3349-9570

URL　http://www.sj-foundation.org/jyosei
/kibankyouka.html

公益財団法人損保ジャパン記念財団
認定NPO法人取得資金
地域の中核となり、持続的に活動する質の高
いNPO法人づくりを支援します。
対象　社会福祉分野で活動し、認定NPO法
人の取得を計画している特定非営利活動
法人

助成額　1団体30万円（総額600万円予定）
締切り　平成25年11月15日（金）
●問●申公益財団法人損保ジャパン記念財団
TEL03-3349-9570

URL　http://www.sj-foundation.org/
jyosei/nintei-npo.html

公益財団法人
JR西日本あんしん社会財団
平成26年度活動助成
事故、災害に対する備えに関する活動や、災害
後の心身のケアに関する活動に助成します。地
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助成額　進学・就職の支度金として1人15万円
締切り　平成25年12月25日（水）
●問●申公益財団法人みらいのつばさ財団
TEL03-5642-7890

URL　http://mirainotsubasa.or.jp/

高次脳機能障害リハビリテーション講習会
事故や病気の後遺症で、記憶力や注意力など
が衰えたり、感情のコントロールができなくな
ったりする「高次脳機能障害」について、理解を
深めるための講演と、個別相談会を行います。
日時　平成25年12月21日（土）13:00～16:30
会場　木口記念会館（芦屋市呉川町14-10）
入場費　無料
●問●申ひょうごリハビリテーション講習会実行
委員会　TEL078-452-3082

URL　http://hyogo-self-help.main.jp/

福祉サービス利用援助事業 生活支
援員（現任）研修◆県福祉センター
ふれあいの祭典阪神南ふれあいフェ
スティバル◆尼崎の森中央緑地
福祉の就職説明会 ＡＵＴＵＭＮｉｎ
ＨＹＯＧＯ（尼崎会場）◆あましんア
ルカイックホールオクト
若年性認知症生活支援基礎セミナー
（全５回）◆明石商工会議所
障害福祉施設系事業所リーダーゼミ
ナール（全４回）◆県社会福祉研修所
第２回地域福祉推進部会◆県福祉
センター
第２回市町社協活動推進協議会幹
事会◆県福祉センター
経営協 法人経営トップセミナー
◆ＡＮＡクラウンプラザホテル神戸
民生委員児童委員 辞令交付式◆県公館
第２回権利擁護部会◆県福祉センター
第２回福祉事業推進部会◆県福祉
センター
看護職員研修◆県社会福祉研修所
介護支援専門員　実務従事者基
礎研修◆県社会福祉研修所ほか
児童福祉施設・保育所中堅職員研
修◆県社会福祉研修所
県社協 第２３２回理事会・第１７８回
評議員会◆県福祉センター

研修・イベント認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会平成25年11月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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特集
「ストップ・ザ・無縁社会」絆つなげる 明日へつながる⑮

小規模集落からみえる地域づくりのヒント
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

すべての子どもたちに機会と夢を
～チャンス・フォー・チルドレンの取り組み～
兵庫県からつなぐ被災地支援

地域を駆ける！ ワーカー物語

社会福祉法人 福竹会
ホームヘルプサービスセンター鹿児の郷
赤池 和子さん
ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション
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この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。篠山市

11月は
「児童虐待防止
推進月間」だよ！

①あなたの街へ出張取付けいたします
②3～4時間で装着いたします
③車の改造をしません
④定員乗車ができます
⑤元の車に戻せます
⑥税金・補助金の助成が有ります

日本初！！ミニバン用
後付け式 車いす昇降リフト

あなたの車が福祉車に変身！

小売価格 ￥675,000
取付費用 ￥　38,000

いずれも
非課税

有限会社 ラックス
http://www.lilac-ml.jp または 「ムービングリフター」で検索
〒435-0052　静岡県浜松市東区天王町103　TEL 053-421-6409　FAX 053-422-5025
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